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あけましておめでとうございます
「規制緩和」の名のもとに、金融が投資ファンドまで利用し、産業まで支配し破壊するのを放置してきた結

果、米国発の詐欺商品サブプライムローンの被害は、これを大量に仕入れ、買い込んだ日本の金融機関と大

企業の底のみえない大損失で、大不況を到来させました。

このときこそ、「政治」の出番ですが、国民が望む年金・医療・介護・日雇派遣など何一つ解決できずに、

「三代目」とつづいた麻生首相も、政権にしがみついているのがやっとで、この難局を解決できるとは考えら

れないでしょう。

それでも、今年は任期満了を控え、総選挙が必ずあります。私たちは主権者として、憲法9条戦争の放棄と

25条生存権を政治のうえで実現していくことを公約する政党に力を貸していきましょう。

今年も、皆様のご健勝とご多幸をお祈りいたします。

2009年 元旦

御案内
業務時間
9:30～6:00
（土・日・祝日は
休み）

憲  法 
特  集  
第5号 

東京北法律事務所
弁護士 生　忠　佑
同 青　木　　　護
同 坂　田　洋　介

事　務　局　一　同

棚田（熊本県上益城郡山都町）

昨年8月から都内に1年以上居住するぜん息患者の治療費が無料となりました。
ぜん息の原因は問われません。北法律にご連絡下さい。

東京大気汚染公害裁判の和解成立
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東
京
北
法
律
事
務
所
は
、
二
○
○
四
年
一
○
月
の
作
家
・
文
化
人
な
ど
九
名
の
方
々
の
直
接
の
呼
び
か
け

を
受
け
、
迫
る
自
民
党
の
改
憲
草
案
の
公
表
を
前
に
し
て
、
そ
の
二
ヶ
月
後
の
二
○
○
五
年
一
月
い
ち
早
く
、

法
律
事
務
所
と
依
頼
者
を
中
心
に
東
京
北
法
律
事
務
所
九
条
の
会
を
設
立
し
た
。

設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
総
会
を
開
催
し
て
、
会
則
に
あ
た
る
「
申
し
合
わ
せ
」
を
採
択
し
、
そ
の
中
で
、
本
会
は

文
化
人
「
九
条
の
会
」
の
呼
び
か
け
に
賛
同
す
る
者
を
会
員
と
し
、「
政
治
的
立
場
と
信
条
を
こ
え
て
」、「
日
本
国
憲
法
第
九
条
の
改
憲
に
反
対
し
、

こ
れ
を
阻
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
ま
す
」
と
、
目
的
の
第
一
条
に
掲
げ
た
。

活
動
と
し
て
は
、
法
律
事
務
所
の
会
と
し
て
、
①
改
憲
の
動
き
を
迅
速
に
把
握
し
て
会
員
に
伝
え
る
こ
と
、
②
九
条
の
改
憲
阻
止
に
役
立
つ
学
習

会
、
講
演
会
、
映
画
の
上
映
な
ど
を
行
い
ま
す
、
と
活
動
内
容
を
掲
げ
て
あ
る
。
事
柄
が
憲
法
問
題
で
あ
る
だ
け
に
、
会
長
（

生
弁
護
士
）
と
事

務
局
（
青
木
・
坂
田
弁
護
士
な
ど
）
は
弁
護
士
が
勤
め
、
弁
護
士
に
積
極
的
活
動
が
期
待
で
き
る
よ
う
、
体
制
を
つ
く
っ
て
き
た
。

二
○
○
五
年
の
設
立
当
初
は
、
毎
回
「
北
と
ぴ
あ
」
な
ど
他
の
会
館
を
借
り
て
、
講
演
の
他
、
靖
国
神
社
や
東
京
大
空
襲
戦
災
資
料
セ
ン
タ
ー
の

見
学
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
二
○
○
七
年
九
月
か
ら
は
北
法
ビ
ル
の
三
階
会
議
室
で
、
ほ
ぼ
毎
月
先
の
目
的
に
掲
げ
た
講
演
・
連
続
学
習

講
座
、
名
画
の
上
映
会
の
三
分
野
の
活
動
を
実
施
し
て
き
た
。

次
の
頁
（
四
頁
目
）
を
御
覧
下
さ
い
。
こ
れ
が
、
最
近
一
年
四
ヶ
月
間
の
北
法
律
九
条
の
会
の
活
動
記
録
で
あ
る
。

一
、
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
九
条
の
会

設
立
と
活
動
が
必
要
か

弁
護
士
は
過
去
及
び
現
在
の
依
頼
者
多
数

持
っ
て
い
る
う
え
、
弁
護
士
で
憲
法
九
条
を

守
っ
て
い
く
こ
と
に
反
対
す
る
者
は
ほ
と
ん

ど
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
依
頼

者
を
核
に
し
て
、
法
律
事
務
所
が
依
頼
者
の

方
々
と
共
同
で
九
条
の
会
を
設
立
す
る
こ
と

は
十
分
可
能
な
の
で
あ
る
。

皆
さ
ん
。
自
民
党
は
今
日
で
も
決
し
て
、

憲
法
改
悪
の
基
本
政
策
を
捨
て
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
憲
法
改
正
国
民
投
票
法
の
発

効
が
あ
と
二
年
と
な
っ
て
い
る
状
況
の
も
と

で
、
弁
護
士
事
務
所
が
全
国
的
に
、
依
頼
者

の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
九
条
の
会
を
つ
く
り
、
み

ず
か
ら
が
講
師
と
な
っ
て
市
民
の
間
に
九
条

擁
護
の
「
草
の
根
」
を
よ
り
大
き
く
広
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
、
北
法
律
九
条

の
会
の
活
動
を
行
っ
て
き
た
の
で
す
。

国
民
の
中
に
、
憲
法
を
守
る
「
世
論
」
を

も
っ
と
大
き
く
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
自
民
と
民
主
の
「
政
界
再

編
」
に
よ
る
改
憲
の
発
議
を
阻
止
す
る
大
き

な
力
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

二
、
改
憲
勢
力
が
め
ざ
す
も
の
、

そ
れ
は
「
政
界
の
再
編
」
で
あ
る

一
昨
年
四
月
末
の
安
倍
首
相
に
よ
る
憲
法
改

正
国
民
投
票
法
の
強
行
可
決
後
、
民
主
党
に
よ

る
投
票
年
齢
を
一
八
歳
ま
で
下
げ
る
こ
と
に
、

自
民
・
公
明
が
同
意
し
た
だ
け
で
な
く
、
以
後

三
年
間
、
つ
ま
り
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
「
成
人

北
法
律
九
条
の
会
活
動
の
記
録

北
法
律
九
条
の
会
活
動
の
記
録
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年
齢
」
を
一
八
歳
に
下
げ
る
と
し
た
妥
協
に
よ

っ
て
、
民
法
を
は
じ
め
多
数
の
法
律
改
正
を
行

わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
日
は
、
そ

の
た
め
の
、
関
係
法
令
の
検
討
時
期
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
は
二
〇
一
〇
年
ま
で
の

準
備
期
間
中
で
す
が
、
あ
と
二
年
が
到
来
す
れ

ば
、
自
民
と
民
主
の
中
に
い
る
改
憲
派
は
、
必

要
で
あ
れ
ば
政
界
再
編
ま
で
し
て
勢
い
づ
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
衆
・
参
両
院
と
も
改
憲
勢
力

の
結
集
を
軸
に
、
政
界
再
編
の
動
き
が
強
ま
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

そ
の
準
備
と
し
て
、
昨
年
五
月
憲
法
記
念
日

を
前
に
し
て
、
改
憲
派
は
自
民
と
民
主
の
党
派

を
こ
え
た
、
衆
・
参
国
会
議
員
に
よ
る
「
憲
法

改
正
期
成
同
盟
」
を
結
成
し
、
自
民
党
の
中
曽

根
元
首
相
が
会
長
に
、
副
会
長
に
民
主
党
の
鳩

山
幹
事
長
が
就
任
し
て
い
ま
す
。
改
憲
に
関
す

る
限
り
政
界
再
編
は
総
選
挙
を
ま
た
ず
と
も
、

す
で
に
起
き
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
こ
の
国
会
議
員
同
盟
は
、
全
国
的
に
憲

法
「
改
正
」
運
動
を
改
め
て
盛
り
上
げ
る
こ
と

を
決
議
し
て
い
ま
す
。

三
、
今
こ
そ
、
九
条
「
草
の
根
」

運
動
の
発
展
を

現
在
、
九
条
の
会
は
全
国
的
に
七
二
九
四
ケ

所
以
上
設
立
さ
れ
、
東
京
で
八
〇
〇
ケ
所
以
上

が
設
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
一

〇
月
二
四
日
に
は
、
こ
の
八
〇
〇
の
会
の
力
を

合
わ
せ
る
よ
う
、「
九
条
の
会
東
京
連
絡
会
」

も
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
九
条
の
会
は
全
国
的
に
も
、

東
京
で
も
、
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
最
終
的
に

国
民
投
票
に
お
い
て
過
半
数
を
獲
得
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
不

十
分
で
す
。

そ
れ
で
も
、
こ
の
草
の
根
運
動
の
発
展
で
、

世
論
調
査
の
結
果
は
昨
年
五
月
段
階
で
、
九
条

は
別
と
し
て
、「
憲
法
は
改
正
し
た
方
が
よ
い
」

と
の
意
見
よ
り
も
、「
改
正
し
な
い
方
が
よ
い
」

と
す
る
意
見
の
方
が
上
回
り
、
拮
抗
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
読
売
新
聞
で
初
め
て
、「
改

正
し
な
い
方
が
よ
い
」
が
上
回
っ
た
と
報
じ
ら

れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

九
条
の
会
設
立
の
役
割
は
、
こ
れ
ま
で
意
思

を
表
明
さ
れ
な
い
で
き
た
人
々
が
こ
れ
に
加
入

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
っ
き
り
と
九
条
を
守

る
立
場
に
た
ち
、
ま
た
周
り
の
他
の
人
々
に
も

影
響
を
与
え
、
九
条
の
輪
を
全
国
的
に
よ
り
広

く
張
り
め
ぐ
ら
し
、
世
論
を
大
き
く
し
て
い
く

こ
と
に
貢
献
す
る
こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
法
律
事
務
所
以
外
に
も
、
病

院
、
税
理
士
事
務
所
な
ど
職
業
別
に
も
職
場
ご

と
に
、
九
条
の
会
が
設
立
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
数
が
少
な
い
状
態
で
す
。
そ
し

て
、
地
域
で
は
、
県
・
市
・
区
単
位
の
外
、
小

学
校
単
位
で
、
ま
た
各
町
ご
と
に
細
か
く
九
条

の
会
を
設
立
し
て
い
く
こ
と
が
全
国
的
に
呼
び

か
け
ら
れ
、
取
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

四
、
新
た
な
海
外
派
兵
を
阻
止
し
よ
う

皆
さ
ん
。
自
衛
隊
海
外
派
遣
恒
久
法
の
制
定

で
は
、
自
民
と
民
主
の
意
見
は
基
本
的
に
賛
成

で
一
致
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
特
別
措
置
法
と
称
し
て
憲
法
九
条

を
法
律
に
よ
っ
て
改
憲
し
て
き
た
事
態
の
上

に
、
さ
ら
に
恒
久
法
の
制
定
は
決
定
的
に
改
憲

す
る
の
と
同
じ
事
態
を
招
来
し
ま
す
。

当
法
律
事
務
所
の
例
も
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
ま
ず
は
「
法
律
事
務
所
九
条
の
会
」

の
設
立
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
す
で
に
設
立
し
て
あ
る
、
あ
る
い

は
こ
れ
か
ら
設
立
し
た
九
条
の
会
は
、
経
験
を

交
流
し
合
う
た
め
に
、「
法
律
事
務
所
九
条
の

会
連
絡
会
」
な
ど
を
職
業
別
に
つ
く
っ
て
い
く

の
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
（
法
律
事
務
所
の

連
絡
会
は
、
当
座
の
連
絡
場
所
に
当
事
務
所
を

あ
て
て
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）。

皆
さ
ん
、
事
は
平
和
に
関
す
る
国
民
の
権
利

と
民
主
主
義
の
た
め
、
そ
し
て
国
を
危
険
な
方

向
に
変
え
さ
せ
な
い
た
め
で

す
。全

国
的
に
、
地
域
で

も
職
場
で
も
、
一
致
し

て
立
上
が
ろ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
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1．講演会

「今後の憲法『改正』はどうなる」 講師　弁護士　 生忠佑

「攻められたら、どうするか」 講師　　　同上

「福田内閣は改憲を推進するのか」 講師　　　同上

「自民党の改憲スケジュールは、生きているのか」 講師　　　同上

「報道されなかったイラク戦争」 講師 イラクの子どもを救う会　西谷文和氏

「幕は上がったが、新たな政治は舞台で始まるか」 講師　弁護士　 生忠佑

「9.11の真相とは」「誰でもできる平和のつくり方」 講師　きくちゆみ氏

「サミット後の秋まで、舞台は休演か」 講師　弁護士　 生忠佑

「世界に広がる、9.11の真相解明の動き」 講師　参議院議員　藤田幸久氏

「みんなでトーク」・活動日誌をめぐって

「それでも対テロ戦争を続けるのか―アフガニスタンの複合的な人道危機―」

講師　日本国際ボランティアセンター　代表理事　谷山博史氏

2．憲法連続講座　　講師　弁護士　 生忠佑

憲法（日本の）とは、どんな法律ですか

「憲法のこのような性格」（立憲主義）は、どのような経過から成立したのですか

日本の憲法はどの流れを承継し、その中でどの位置にあるのですか

日本国憲法のどこが優れ、どこが弱点か　

自民党と民主党の「憲法改正」の一致点と相違点

鈴木安蔵先生と日本国憲法の誕生　

明治初期における「植木枝盛の憲法案」の革新性について

3．映画上映会

「はだしのゲン」監督・脚本　山田典吾

「ガラスのうさぎ」橘祐典監督

「ひめゆりの塔」今井正監督

「黒い雨」今村昌平監督

「イラク　戦場からの告発」製作　西谷文和

「この子を残して」木下恵介監督

「不都合な真実」出演　アル・ゴア

「シッコ」監督・脚本　マイケル・ムーア

「東京裁判」小林正樹監督

「九条世界会議」

映画「日本の青空」の北区における上映支援

「バルトの楽園」出目昌伸監督

「アフガニスタンの危険な近況」製作　谷山博史
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北法律九条の会の活動日誌北法律九条の会の活動日誌

――北法律の平和を守る活動実践史――
2009年1月
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一
〇
・
二
三
通
達
は
「
不
当
な
支
配
」

二
〇
〇
三
年
（
平
成
一
五
年
）
一
〇
月
二

三
日
東
京
都
教
育
委
員
会
は
、
す
べ
て
の
都

立
高
校
と
障
害
児
学
校
の
校
長
に
、
卒
業

式
・
入
学
式
・
周
年
行
事
の
実
施
方
法
に
つ

い
て
の
通
達
を
出
し
ま
し
た
。
①
舞
台
壇
上

正
面
に
国
旗
と
都
旗
を
掲
揚
し
（
三
脚
は
不

可
）
国
歌
を
起
立
斉
唱
す
る
よ
う
生
徒
を
指

導
す
る
こ
と
、
②
生
徒
も
教
師
も
国
旗
が
掲

揚
さ
れ
て
い
る
舞
台
壇
上
正
面
を
向
い
て
着

席
す
る
こ
と
（
教
師
の
座
席
を
生
徒
の
方
に

向
け
る
の
は
不
可
、
多
く
の
障
害
児
学
校
で

行
わ
れ
て
い
た
フ
ロ
ア
式
・
対
面
式
も
不

可
）、
③
国
歌
斉
唱
は
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
る

こ
と
（
Ｃ
Ｄ
演
奏
は
不
可
）、
④
す
べ
て
の

校
長
は
す
べ
て
の
教
師
に
個
別
の
職
務
命
令

を
発
す
る
こ
と
。
こ
の
通
達
以
降
、
全
教
師

に
起
立
斉
唱
又
は
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
職
務
命
令

が
出
さ
れ
、
不
起
立
・
不
伴
奏
の
教
師
は
懲

戒
処
分
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
一

回
目
は
戒
告
、
二
回
目
以
降
は
減
給
、
停
職
）。

教
育
は
教
師
と
生
徒
と
の
人
格
的
ふ
れ
あ

い
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
式

典
を
行
う
か
は
生
徒
の
こ
と
を
も
っ
と
も
よ

く
知
っ
て
い
る
教
師
や
学
校
現
場
に
委
ね
ら

れ
る
べ
き
で
す
。
在
日
朝
鮮
韓
国
人
の
生
徒
、

沖
縄
出
身
の
人
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
人
な
ど
、

日
の
丸
・
君
が
代
の
負
の
歴
史
や
思
想
信
条

か
ら
君
が
代
斉
唱
に
抵
抗
が
あ
る
生
徒
も
い

ま
す
。
君
が
代
を
歌
い
た
い
生
徒
も
い
る
で

し
ょ
う
が
、
君
が
代
を
歌
わ
さ
れ
る
こ
と
が

ど
ん
な
に
辛
い
こ
と
か
、
そ
の
気
持
ち
に
思

い
を
は
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
懲
戒
処
分

を
受
け
た
二
二
〇
名
の
教
師
は
、
一
〇
・
二

昨
年
四
月
か
ら
「
新
し
い
審
査
の
方

針
」
に
基
づ
く
原
爆
症
の
認
定
審
査
が

始
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
中
身
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
以
下
の
被
爆
態
様
の
要
件
と
疾

病
名
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は

そ
の
ま
ま
認
定
す
る
（
積
極
認
定
）。

ア
被
爆
態
様
が
、
�
爆
心
地
か
ら

約
三
・
五
キ
ロ
以
内
の
直
接
被

爆
か
、
�
原
爆
投
下
後
約
一
〇

〇
時
間
以
内
に
爆
心
地
か
ら
約

二
キ
ロ
以
内
に
入
市
し
た
か
等
の
要

件
を
満
た
す
こ
と
。

イ
疾
病
名
が
、
�
悪
性
腫
瘍
（
固
形
が

ん
な
ど
）、
�
白
血
病
等
の
決
め
ら

れ
た
疾
病
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ

と
。

②
①
に
該
当
し
な
い
場
合
は
総
合
判

断
と
す
る
。

以
前
の
（
旧
）「
審
査
の
方
針
」
の
下
で

は
、
入
市
被
爆
者
や
約
二
キ
ロ
以
遠
の
遠
距

離
被
爆
者
は
全
く
救
済
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
こ
の
「
新
し
い
審
査
の

方
針
」
は
救
済
の
範
囲
を
広
げ
た
も

の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
も
、

救
済
さ
れ
る
べ
き
被
爆
者
が
救
済
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
東
京
の
原
告
に
次
の

国
旗
・
国
歌
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
と

三
通
達
は
教
育
に
対
す
る
教
育
行
政
の
「
不

当
な
支
配
」（
教
育
基
本
法
違
反
）
と
し
て

無
効
、
懲
戒
処
分
も
無
効
と
し
て
東
京
地
方

裁
判
所
に
訴
え
て
い
ま
す
。

自
ら
学
び
自
ら
考
え
る
力
の
育
成
を

高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
は
、
卒
業
式
・

入
学
式
等
に
お
け
る
国
旗
掲
揚
・
国
歌
斉
唱

を
定
め
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
生
徒
が
自
ら

学
び
自
ら
考
え
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
の
重

要
さ
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
式
は
生
徒

自
身
が
三
年
間
の
成
長
を
見
て
ほ
し
い
と
い

う
熱
い
思
い
と
誇
り
に
満
ち
た
場
で
す
。
生

徒
自
身
が
内
容
づ
く
り
に
参
加
し
た
り
、
障

害
児
の
特
徴
を
ふ
ま
え
た
フ
ロ
ア
式
の
式
典

な
ど
も
一
〇
・
二
三
通
達
以
降
は
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。
生
徒
の
個
性
や
学
校
ご
と
の

伝
統
を
奪
っ
た
画
一
的
な
式
典
の
強
制
は
、

今
や
教
育
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
教
師
の
自
主

性
と
意
欲
を
奪
っ
て
い
ま
す
。
国
旗
・
国
歌

の
学
習
は
式
典
の
中
で
強
制
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
日
頃
の
授
業
の
中
で
学
び
考
え
て

い
く
も
の
で
あ
る
は
ず
で
す
。

よ
う
の
被
爆
者
が
い
ま
す
。
こ
の
方
は
、
広

島
の
被
爆
者
で
、
四
キ
ロ
の
地
点
で
直
接
被

爆
し
、
そ
の
後
八
月
八
日
（
一
〇
〇
時
間
以

内
）
に
入
市
し
ま
し
た
が
、
そ
の
入
市
地
点

は
爆
心
地
か
ら
約
二
・
五
キ
ロ
で
し
た
。
こ

の
た
め
、
ぎ
り
ぎ
り
前
記
の
被
爆
態
様
の
要

件
を
満
た
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
方
は

下
痢
や
脱
毛
な
ど
の
急
性
症
状
に
苦
し
み
、

長
年
様
々
な
癌
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

被
爆
者
は
、
こ
の
「
新
し
い
審
査
の
方
針
」

で
も
被
爆
の
実
態
に
合
っ
て
い
な
い
こ
と
、

救
済
さ
れ
な
い
被
爆
者
が
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
基
準
に
よ
り

新
た
に
認
定
さ
れ
た
被
爆
者
も
喜
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

原
爆
症
認
定
制
度
の
戦
い
は
ま
だ
終
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

国
旗
・
国
歌
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
と

東
京
都
教
育
委
員
会
に
よ
る
強
制

被
爆
の
実
態
に
合
っ
た

基
準
を

〜
原
爆
症
認
定
集
団
訴
訟
〜

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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一
　
本
来
は
延
期
す
べ
き
で
す

今
年
五
月
二
一
日
か
ら
裁
判
員
制
度
が
始

ま
り
ま
す
。

こ
の
制
度
に
は
、
え
ん
罪
を
生
み
出
し
か

ね
な
い
重
大
な
問
題
が
あ
り
ま
す
（
詳
細
は

二
〇
〇
七
年
度
事
務
所
ニ
ュ
ー
ス
を
ご
覧
下

さ
い
。
差
し
上
げ
ま
す
）。
そ
の
た
め
、
そ

の
問
題
が
解
決
す
る
ま
で
は
、
少
な
く
と
も

開
始
を
延
期
す
る
べ
き
で
あ
り
、
訴
え
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
裁
判
員

候
補
者
に
選
ば
れ
た
旨
の
通
知
を
受
け
と
っ

た
人
や
、
家
族
や
友
人
が
受
け
取
っ
た
と
い

う
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
人
に

と
っ
て
み
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
手
続
で
裁
判

員
に
選
ば
れ
る
の
か
、
辞
退
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
な
ど
の
実
際
の
疑
問
や
不
安
を

抱
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
ま
ず
そ
の
裁
判
員
の
選
任
手
続

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

二
　
裁
判
員
選
任
手
続

①
裁
判
員
候
補
者
名
簿
の
作
成
・
通
知

毎
年
一
二
月
こ
ろ
、
有
権
者
の
中
か
ら
、

翌
年
一
年
間
の
裁
判
員
候
補
者
と
な
る
人
を

く
じ
で
選
び
、
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

こ
の
名
簿
が
作
成
さ
れ
る
と
、
そ
の
候
補

者
の
も
と
に
、
そ
の
旨
の
通
知
と
調
査
票
が

送
ら
れ
て
き
ま
す
。
こ
の
時
点
で
は
、
個
別

事
件
の
候
補
者
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
裁

判
所
に
行
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
調
査
票
は
、
そ
の
一
年
を
通
じ
て
裁

判
員
を
辞
退
し
た
い
事
情
な
ど
の
選
任
に
関

す
る
事
情
を
聞
か
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
辞
退
事
由
は
法
律
で
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
時
期
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
年

間
通
じ
て
あ
て
は
ま
る
辞
退
事
由
と
し
て

は
、
�
七
〇
歳
以
上
、
学
生
又
は
生
徒
、
過

去
五
年
以
内
に
検
察
審
査
員
等
の
経
験
者
、

�
重
い
疾
病
又
は
傷
害
に
よ
り
裁
判
所
に
出

頭
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
で

す
。裁

判
所
は
、
く
じ
で
将
来
個
別
の
事
件
の

候
補
者
を
選
ん
だ
場
合
、
こ
の
調
査
票
を
検

討
し
て
辞
退
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
と
き

は
、
呼
出
を
し
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

②
個
別
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
の
選
任

事
件
毎
に
、
①
の
名
簿
の
中
か
ら
く
じ
で

そ
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
を
選
び
ま
す
。

そ
し
て
、
裁
判
所
に
行
く
日
（
裁
判
員
選

任
手
続
期
日
）
の
約
六
週
間
前
に
、
そ
の
候

補
者
に
呼
出
状
と
質
問
票
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
。こ

の
時
点
で
は
裁
判
の
日
程
が
決
ま
っ
て

い
る
た
め
、
質
問
票
は
そ
の
日
程
に
基
づ
く

辞
退
事
由
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
時
点
で
の
辞
退
事
由
と
し
て
は
、
先

ほ
ど
の
重
い
疾
病
又
は
傷
害
の
存
在
に
加
え

て
、
�
自
分
が
介
護
、
養
育
し
な
け
れ
ば
日

常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
同
居
の
親

族
等
が
い
る
、
�
重
要
な
用
務
で
あ
っ
て
自

ら
が
こ
れ
を
処
理
し
な
け
れ
ば
事
業
に
著
し

い
損
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
、
�
結
婚

式
な
ど
社
会
生
活
上
の
重
要
な
用
務
で
あ
っ

て
他
の
期
日
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
、
�

妊
娠
中
又
は
出
産
の
日
か
ら
八
週
間
以
内
で

あ
る
、
�
配
偶
者
等
の
通
院
、
入
院
、
退
院

に
付
き
添
う
必
要
が
あ
る
、
な
ど
で
す
。

裁
判
所
は
、
こ
の
辞
退
事
由
が
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
、
そ
の
呼
出
を
取
り
消
す
と
し

て
い
ま
す
。

③
裁
判
員
選
任
手
続
期
日

裁
判
員
候
補
者
は
、
裁
判
員
選
任
手
続
期

日
に
裁
判
所
に
行
き
ま
す
。

裁
判
所
の
職
員
か
ら
当
該
事
件
の
概
要
が

説
明
さ
れ
、
候
補
者
は
当
日
用
質
問
票
（
事

件
の
関
係
者
で
な
い
か
等
）
を
記
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
候
補
者
は
一
人
ず
つ
、
裁
判
長
か

ら
小
部
屋
に
て
質
問
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
小
部
屋
に
は
、
裁
判
官
三
名
と

裁判
員 

制度
 

多
く
の
問
題
を
抱
え
た
ま
ま

多
く
の
問
題
を
抱
え
た
ま
ま 

　
制
度
開
始
が
近
づ
い
て
い
ま
す

　
制
度
開
始
が
近
づ
い
て
い
ま
す 

多
く
の
問
題
を
抱
え
た
ま
ま

多
く
の
問
題
を
抱
え
た
ま
ま 

　
制
度
開
始
が
近
づ
い
て
い
ま
す

　
制
度
開
始
が
近
づ
い
て
い
ま
す 

多
く
の
問
題
を
抱
え
た
ま
ま

多
く
の
問
題
を
抱
え
た
ま
ま 

　
制
度
開
始
が
近
づ
い
て
い
ま
す

　
制
度
開
始
が
近
づ
い
て
い
ま
す 

多
く
の
問
題
を
抱
え
た
ま
ま 

　
制
度
開
始
が
近
づ
い
て
い
ま
す 
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書
記
官
、
検
察
官
と
弁
護
人
（
場
合
に
よ
り

被
告
人
）
が
同
席
に
し
ま
す
。

辞
退
事
由
の
詳
細
や
、
不
公
平
な
裁
判
を

す
る
お
そ
れ
が
な
い
か
を
確
認
す
る
質
問

（
た
と
え
ば
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
と
は
関
係
な

く
判
断
で
き
ま
す
か
等
）
が
さ
れ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

通
常
の
事
件
で
は
、
午
前
中
に
こ
の
選
任

手
続
を
経
て
く
じ
に
よ
り
六
人
の
裁
判
員
が

選
任
さ
れ
、
午
後
か
ら
事
件
の
審
理
を
開
始

さ
れ
ま
す
。

三
　
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

基
本
原
則

�
あ
る
裁
判
員
裁
判
の
模
擬
裁
判
で
の
出
来

事
で
す
。
全
て
の
審
理
が
終
わ
っ
た
後
に
行

わ
れ
る
裁
判
官
と
裁
判
員
だ
け
の
評
議
に
お

い
て
、
裁
判
長
が
最
初
に
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
言
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。「
検
察
官
の
ス

ト
ー
リ
ー
と
弁
護
人
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
ど
ち

ら
が
説
得
的
で
し
た
か
」
と
。

一
般
の
人
か
ら
み
れ
ば
、
む
し
ろ
「
え

っ
？
　
そ
う
い
う
も
の
じ
ゃ
な
い
の
」
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
裁
判
長

の
発
言
は
、
刑
事
裁
判
の
基
本
原
則
を
無
視

す
る
発
言
で
す
。

そ
の
基
本
原
則
を
「
無
罪
の
推
定
」
と
い

い
ま
す
。
こ
れ
は
「
判
決
で
有
罪
が
確
定
す

る
ま
で
、
被
告
人
は
無
罪
と
推
定
さ
れ
、
被

告
人
の
有
罪
が
『
合
理
的
な
疑
い
（
合
理
的

な
疑
問
）
を
残
さ
な
い
程
度
に
証
明
』
さ
れ

な
い
限
り
、
被
告
人
は
無
罪
と
さ
れ
る
」
と

の
原
則
で
す
。

も
う
少
し
説
明
す
る
と
、「
お
そ
ら
く
犯

人
だ
ろ
う
」
と
か
「
た
ぶ
ん
や
っ
た
の
だ
ろ

う
」
と
い
う
程
度
で
は
有
罪
に
は
で
き
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
の
常
識
に
照
ら
し
て
、
証
拠
か

ら
少
し
で
も
疑
問
が
残
っ
て
い
た
ら
、
有
罪

に
は
で
き
な
い
の
で
す
。

も
っ
と
も
そ
の
合
理
的
な
疑
問
は
証
拠
に

基
づ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
（
証
拠
裁
判
主

義
）。
た
と
え
ば
、
証
拠
上
の
被
害
者
の
傷

が
、
検
察
官
の
主
張
す
る
犯
行
態
様
で
は
不

可
能
で
は
な
い
け
れ
ど
、
不
自
然
で
難
し
い

な
ど
で
す
。
こ
の
場
合
に
「
難
し
い
け
れ
ど
、

不
可
能
で
は
な
い
」
と
し
て
有
罪
に
す
る
こ

と
に
は
問
題
が
あ
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
「
合
理
的
な
疑
問
を
残
さ

な
い
」
程
度
に
有
罪
を
証
明
す
る
責
任
は
一

〇
〇
％
検
察
官
に
あ
り
ま
す
。
被
告
人
は
自

分
が
無
実
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
は

な
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
検
察
官
の
証

明
が
不
十
分
で
あ
れ
ば
、
被
告
人
は
何
も
し

な
く
て
も
無
罪
と
な
る
の
で
す
。

�
以
上
の
「
無
罪
の
推
定
」
の
原
則
を
踏
ま

え
て
、
先
ほ
ど
の
裁
判
長
の
言
葉
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

こ
の
裁
判
長
の
発
言
は
、
い
い
か
え
れ
ば
、

「
検
察
官
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
説
得
的
で
あ
れ

ば
有
罪
と
し
、
弁
護
人
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
説

得
的
で
あ
れ
ば
無
罪
と
す
る
」
も
の
で
す
。

こ
の
発
言
の
も
と
で
は
、
裁
判
員
の
多
く

は
、
仮
に
検
察
官
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
「
合
理

的
な
疑
問
」
が
残
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
弁

護
人
の
ス
ト
ー
リ
ー
よ
り
も
説
得
的
で
あ
れ

ば
有
罪
と
し
て
良
い
と
勘
違
い
し
て
し
ま
い

ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
裁
判
員
の
多
く
は
、
弁
護

人
が
、
被
告
人
の
無
実
を
説
得
的
に
証
明
で

き
な
け
れ
ば
有
罪
に
し
て
も
良
い
と
勘
違
い

し
て
し
ま
い
ま
す
。

�
こ
の
「
無
罪
の
推
定
」
の
原
則
は
言
葉
と

し
て
は
知
っ
て
い
て
も
、
そ
の
内
容
ま
で
理

解
し
て
い
る
一
般
の
人
は
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
裁
判
員
の
ほ
と
ん
ど
は
内
容

ま
で
は
知
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
裁
判
官
に
よ
る
説
明
（
説
示
）

が
重
要
に
な
り
ま
す
が
、「
無
罪
の
推
定
」

を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る
裁
判
官
が
決
し

て
少
な
く
な
い
た
め
、
正
確
な
説
明
が
さ
れ

る
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。

四
　
最
後
に

今
回
は
「
無
罪
の
推
定
」
の
み
を
取
り
上

げ
ま
し
た
が
、
裁
判
員
は
ル
ー
ル
に
従
っ
て

判
断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
が
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に

は
、
少
な
く
と
も
こ
の
「
無
罪
の
推
定
」
を

意
識
し
て
下
さ
い
。

六
人
が
裁
判
員
に 

選任手続の 
6週間前 

選任手続の 
当日 12月ころ 

辞
退 

辞
退 

辞
退 

不
選
任 

①
裁
判
員
候
補
者
に 

　
選
ば
れ
た
旨
の
通
知 

　
と
調
査
票
が
届
く 

②
選
任
手
続
期
日
の 

　
呼
出
状
と
質
問
票
が 

　
届
く 

③
裁
判
長
か
ら
の 

　
質
問
の
う
え
、 

　
く
じ
に
よ
る
選
任 



で
の
火
災
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
計

画
的
な
爆
破
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
、
ペ
ン
タ
ゴ
ン
に
あ
い
た
穴
の
大

き
さ
か
ら
み
て
激
突
し
た
の
は
飛
行

機
で
は
な
い（
機
体
の
残
骸
も
な
い
）

こ
と
、
墜
落
場
所
と
さ
れ
る
ペ
ン
シ

ル
バ
ニ
ア
州
シ
ャ
ン
ク
ス
ビ
ル
に
も

飛
行
機
の
残
骸
は
な
い
こ
と
な
ど
。

オ
バ
マ
政
権
の
下
で
の
真
相
究
明

と
、
日
本
各
地
の
九
条
の
会
が
こ
の

問
題
を
と
り
あ
げ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

東京北法律事務所
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東
京
北
法

律
事
務
所
は

四
〇
周
年
と

な
り
、
今
年

は
私
の
弁
護

士
生
活
も
五
〇
年
を
迎
え
ま
す
。

生
地
で
あ
る
北
区
王
子
に
定
着

し
て
、
広
く
市
民
各
層
の
権
利
擁
護

を
目
指
し
、
北
法
律
を
創
設
し
て
き

た
の
で
、
各
界
の
方
々
の
す
す
め
も

あ
り
、
何
か
記
念
に
な
る
企
画
を
、

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

嘘
は
大
き

い
ほ
ど
騙
せ

る
と
言
っ
た

の
は
ヒ
ト
ラ

ー
で
し
た
。

戦
争
が
謀
略
で
始
ま
る
の
も
世
の
常

で
す
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
黙
し
て
語

ら
ず
と
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
は
事
件
当
時
の
映
像
を
全
世
界
に

配
信
し
、
真
相
究
明
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
世
界
貿
易
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
の
倒
壊
は
飛
行
機
激
突

I
have

a
dream

岡
田
幸
代

一
九
六
三
年
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大

行
進
で
の
キ
ン
グ
牧
師
の
ス
ピ
ー
チ

で
す
。「
私
に
は
夢
が
あ
る
。
い
つ

の
日
か
、
奴
隷
の
子
孫
と
奴
隷
主
の

子
孫
が
兄
弟
愛
を
も
っ
て
同
じ
テ
ー

ブ
ル
に
つ
く
日
を
。
肌
の
色
で
な
く

人
間
性
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
よ
う

な
国
と
な
る
日
を
。」
そ
れ
か
ら
わ

ず
か
四
五
年
、
ア
メ
リ
カ
で
黒
人
大

統
領
が
誕
生
し
よ
う
と
し
て
い
ま

子
育
て
奮
闘
記竹

澤
美
弥
子

十
月
下
旬
の
晴
れ
た
日
、
超
音

波
を
透
し
て
成
長
を
見
守
っ
て
き
た

わ
が
子
と
初
対
面
し
た
。
今
ま
で
に

味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
、
歓
喜
・
安

堵
・
戸
惑
い
と
い
っ
た
色
々
な
思
い

に
駆
ら
れ
た
。

産
科
医
療
の
現
状
は
、
新
聞
な

ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
と
お
り

産
婦
人
科
医
師
の
減
少
に
よ
り
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
状

況
で
里
帰
り
出
産
を
し
た
の
だ

が
、
無
事
出
産
す
る
こ
と
が
で

き
、
現
在
子
育
て
を
し
て
い

く
中
で
、
日
々
考
え
る
の
は

子
供
の
豊
か
な
未
来
の
た
め

に
何
が
で
き
る
の
か
、
と

い
う
こ
と
だ
。

出
産
ラ
ッ
シ
ュ
で
す
。

弁
護
士
　
坂
田
洋
介

昨
年
一
月
一
九
日
に
長
男
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
、
赤
ち
ゃ

ん
し
た
元
気
な
子
で
す
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
現
在

（
昨
年
一
二
月
）
縦
横
無
尽
に
ハ
イ

ハ
イ
し
、あ
ら
ゆ
る
物
を
な
め
回
し
、

破
壊
し
、
ま
さ
に
不
思
議
な
怪
獣
が

い
ま
す
。
そ
の
無
垢
な
笑
顔
で
あ
ら

ゆ
る
者
の
心
を
奪
い
さ
り
、
日
々
皆

を
幸
福
に
包
ん
で
い
ま
す
（
夜
泣
き

は
ひ
ど
い
で
す
が
）。

さ
て
、
当
事
務
所
の
竹
澤
に
も
男

の
子
が
生
ま
れ
、
今
事
務
所
は
出
産

ラ
ッ
シ
ュ
で
す
。
そ
の
子
も
皆
を
幸

福
に
包
ん
で
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
幸
福
を
振
り
ま

く
子
供
を
安
心
し
て
育
て
ら
れ
る
環

境
が
整
っ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
政
府
の
「
少
子
化
対
策
」
は
名

ば
か
り
で
す
。
た
と
え
ば
、
ど
う
し

て
保
育
園
は
足
り
な
い
ま
ま
な
の
で

し
ょ
う
。
待
機
児
童
の
数
が
減
ら
な

い
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。
金

を
ば
ら
ま
く
の
は
も
う
結
構
で
す
。

本
当
の
「
育
児
環
境
」
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
毎
年
一
月
か
二
月

初
め
に
行
っ
て
き
た
北
法
律
「
新
春

セ
ミ
ナ
ー
」
と
「
懇
親
会
」
は
、
今

年
は
そ
の
後
に
行
う
予
定
の
行
事
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
中
止
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
申
し
上
げ

ま
す
。
新
た
な
企
画
に
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
下
さ
い
。

今
年
は
大
不
況
で
、
暮
し
の
う

え
で
も
大
変
で
す
。

皆
様
の
御
健
勝
を
祈
り
ま
す
。

夜
泣
き
す
る
度
に
授
乳
か
オ
ム

ツ
か
、
と
奔
走
し
、
寝
不
足
が
続
く

日
々
だ
が
、
わ
が
子
の
寝
顔
を
見
る

た
び
、
自
身
の
経
験
か
ら
も
妊
婦
が

安
心
し
て
出
産
で
き
る
社
会
を
つ
く

る
こ
と
が
重
要
だ
と
痛
感
す
る
。
育

児
、
医
療
、
教
育
と
い
っ
た
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
達
の
育
成
に
向
け
た

総
合
的
な
施
策
が
急
務
と
な
っ
て
お

り
、
今
こ
そ
安
心
し
て
子
育
て
の
で

き
る
環
境
を
作
り
あ

げ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
だ
ま
だ
未
熟

だ
け
れ
ど
も
、

子
供
と
共
に
一

歩
一
歩
母
親

の
階
段
を
上

っ
て
い
こ
う
。

す
。
戦
争
を
繰

り
返
し
、
地
球
環

境
を
破
壊
す
る
、
愚

か
な
行
為
を
繰
り
返
す
人
類
で
す

が
、
確
実
に
少
し
ず
つ
進
歩
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
オ
バ
マ
氏
の
政
策
を

注
視
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
本
で
も
九
条
を
実
現
し
、
平

和
な
地
球
を
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

北
法
律
は
四
〇
回
目
の
誕
生
日
と
な
り
ま
し
た

弁
護
士
　

生
忠
佑

九
・
一
一
事
件
の
徹
底
究
明
を

弁
護
士
　
青
木
　
護


